
日本大学本部回答	 

生物資源科学部出講の非常勤講師の皆さんへの  

組合からの申し入れに対し、日本大学本部から「集約授業期間

の設定を検討し、あくまでもご希望を伺うための事前アンケ

ートという形でお渡したので」「現時点での決定事項ではな

い」、との回答がありました（裏面参照）。また、組合員の志田非

常勤講師について、来年度も 1年間の契約期間とすることが約束

されています。皆さんも、直ちに組合に加入し、通年の契約を維

持し、2018 年度には無期雇用契約への転換を実現しましょう。	

アンケートへの対応について 

授業集約期間の学期 前・後 に○は付けず、開講希

望曜限のみ記入しましょう。 

備考欄に、「クーリング期間の意図的な設定は労働契

約法を脱法する行為なので応じられません、従来通り

通年での勤務を希望します」と記入しましょう。 

首都圏大学非常勤講師組合 連絡・相談先   加入申し込み FAX 番号 ０４２６‐２７‐４４２０ 

副委員長	 今井	 拓（日大経済学部出講）電話	 090-4006-2990	 E-mail:taku_imai_@hotmail.com	

執行委員	 志田	 慎（日大生物資源科学部出講）E-mail：ｍｃｔｓ０８＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ 

組合ホームページ http://hijokin.web.fc2.com 

12月 16日付けの団体交渉申し入れに対し、12月 26日、日本大学本部より回答がありました。
生物資源科学部では今後カリキュラム編成・時間割編成を実施する予定で、複数案を検討して

おり、その検討の為のアンケートである、としています。しかし、授業集約期間に〇をつけ、

無契約期間の設定に同意した場合、来年度から授業集約期間と無契約期間が設定される可能性

があります。アンケートには、従来通りの通年での勤務を希望することを回答しましょう。ま

た、組合員であることを通知した志田慎非常勤講師については、従来通りの契約期間とするこ

とが約束されています。皆さんも直ちに、非常勤講師組合に加入し、来年度に従来通りの通年

での開講で担当授業を確保していきましょう。ご連絡・ご加入申し込みをお待ちしています。 



 


